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し が

本市の北西部 、南平台丘陵のす そ野に拡 が る平野は、古来 、

「郡家」 と呼 ばれ、早 くか ら、摂津国嶋上郡 の郡役所が置かれ

ていた ところ と考 え られて きた。近年 、この地 も開発の波が押

し寄せ る ところ とな り、日召不日45年 、開発に ともな う発掘調査 を

実施 した結果 、「上郡」 と墨書 された土器や 多 くの掘 立柱建物

跡 を発見す るに至 り、この地が郡衡 であ るこ とが明 らか となっ

た。 こ うした調査結果 をもとに H召不日46年 5月 、「鳴上郡衡」 とし

て国の史跡指定 を受 け るに至 った。以来 、指定地周辺 の調査 を

行 い、郡衡成立前後 の集落構成や地理 的・歴 史的空間構成のあ

り方が 次第に明 らか となって きている。

本事業 につ いては、昨年度 まで大阪府教育委員会 において実

施 されて きたが 、本年度か ら高槻市教育委員会が実施 す るこ と

にな った もの であ る。 これ までの調査が↓旨定地周辺部 とい う関

係か ら、郡衡 中枢部 周辺 の詳細 につ いては、除々に、明 らか に

な りつつ あ るが 、郡衡 中枢部 の構成は、未だ、不 明な点が 多 く

今後 、中枢部 におけ る調査 の重要性 を考 えさせ られ る ところで

ある。

ここに、その調査結果 をま とめ 、 多 くの方 々の ご教示 をあお

ぐとともに、本調査 に ご協 力いただいた関係 各位 に心か ら感謝

する次第である。 高槻市教育委 員会

社会教育課長 橋 長  勉

きは

―
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1、 本書 は、高槻市教育委員会が 、国庫補助事業

(総額 6,000,000円 )と して計画 し、調査 を実施 した

高槻市所在 、史跡鳴上郡衡跡附寺跡周辺部 の発掘調

査事業 の概要報告書 である。

2、 調査 は、高槻市教育委員会社会教育部社会教

育課 の技術吏員冨成哲也 、大船 孝弘、橋本久和 、森

田克行 らが担 当 し、大阪府教育委員会 の助 力 を得 て、

日召和 51年 6月 に着手 し、 日召不日52ヨキ 3月 31日 、事業 を

終 了 した。

調査 の実施 にあたっては、清福寺町 自治会 、服部

恒 、大 入木圭介、水谷正一 、大塚裕 、田川和樹 、堤

清氏 な どの土地所有者 をは じめ、本市文化財保護 春

議会委員 原 口正三氏の援助 をうけた。 ここに記 して

感謝 の意 を表 わ したい。

3、 本調査 にあたっては、写真 、実根1図 な どの記

録 を作成す る とともに、カラー スライ ドを作成 した。

広 く利用 され るこ とを希望 したい。
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嶋上郡 衛 跡発 掘調 査概要

第 1章 経 過

嶋上郡衛跡お よび周辺遺跡 (こ れ らを郡家川西遺跡 と総称す る)は 、高槻市の中央 を南

流す る芥川の右岸に位置す る。 この附近は、今 日まで「郡家」の地名 を残す ところであっ

て、はや くか ら鳴上郡行の置かれていた ところ と推定 されていた。昭和40年 3月 松下電子

工業 帥 の寮お よび グラン ドが建設 され る際に、小規模 な発掘調査 を行 なって以来、現在 ま

で 100ヶ所以上の調査がなされて きた。 これ までの調査によ り、本遺跡の遺構保存状 態が

大変良好であるこ とか ら、郡衛遺構 を明確 に知 りうることが可能になって きた。

とくに昭和45年 に調査 を行 なった、36-P地 区では重複す る多数の掘立柱建物跡 と石組

の井戸が検 出された。この井戸内か ら、「上君[」 と墨書 された土器が出土 したこ とに よ り、嶋

上郡衛跡 と確定 さ/L、 東西約 300m南北率J 300mの地ナ或が、 日召不日46年 5月 27日 イ寸<争 「呼きL

郡衛跡附寺跡」 として史跡指定 された。

史跡指定された地域は、郡家川西遺跡のほぼ中央部にあたり、遺跡総面積の約■であっ

フ【三。

史跡指 定地 の 周辺部 につ いては 、西側 の市街化 調 整 区域 を除 き、ほ とん どが 開 発 されつ

つ あ るため 、昭和 50年度 まで 、開発 に伴 う調査 として 、国庫補助事 業 。自己 負担事 業 とし

て調査 が行 な われ て きた。

昭和 51年度 にお け る発掘調 査 は 、昭和 51年 6月 か ら翌年 3月 まで国庫補助 事 業 9件、 自

己負担 に伴 うもの 8件の計 17件が行 なわれ 、記録保 存 の措 置が講ぜ られ た。 これ らの調査

につ いては高 槻市 教育 委 員会が行 な った。

なお 、発掘調査 か ら遺物 整理 まで常 に本市文 化財保護 審議 会委 員原 口正 三 氏 に御 指導 を

いただ いた。 また調 査 に際 し、心 よ くご協 力 いただ いた土地所 有者 ほか 関係 各位 に記 して

謝 意 を表 した い。

昭和 51年度 嶋上郡衛跡発掘調査一覧

番号 区地 地査調 面  積 小 字 名
土木工事等に伴う
発 tFH届 出 者 備  考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

28-B・ F地 区

16-B,C,F.G地区

57-」  地区

66-C・ G地区

38-M・ N地区

84-F  地区

6-K  地区

5-C  地区

N5-0 地区

高槻市清福寺町286-1、 846-2

高槻市清福寺町894-1

高槻市川西町 1丁 目972-1

高槻市川西町 1丁 目1019

高槻市川西町 1丁 目959-2

高槻市今城町164-19

高槻市清福寺町887

高槻市郡家本町754-1

高槻市清福寺町21-1

199 79mZ

71700mぞ

10438m:

98500m!

330 90狛 ド

13996m?

13200m?

9200mぞ

4600m!

清福ノ内

大  畑

大 井 田

宛  本

川西北浦

中 久 保

大  畑

東 垣 内

東 垣 内

清福寺町自治会

月R ttЬ     l亘

大八木 圭 介

水 谷 正 一

大 塚   裕

田 川 和 樹

堤     清

堤     清

月R tth    ‖亘

国庫補助事業

国庫補助事業

国庫補助事業

国庫補助事業

国庫補助事業

国庫補助事業

国庫補助事業

国庫補助事業

国庫補助事業
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第 2章 発掘調査の成果

1.28-B・ F地区 の 調 査 (図版 第 3、 9、 14)

高槻市清福寺町 286-1、  846-2に あた り、小字名は清福 ノ内 と称す る。史跡指定地

東北部にある清福寺町の公民館 として使用 されて きた建物が老朽化 したため、公民館新築

の 目的で、土木工事等に伴 う発掘届が提 出された。 このため、文化庁・府教委等関係者 と

も協議 の上 、記録保存の措置 を講ずべ く発掘調査 を実施 した。

調査はユ ンボによって旧公民館の建物基礎 お よび盛上 を除去 した。旧耕土下に堆積す る

暗褐色土層面で数個の柱穴 を検 出 したため、暗褐色土層面以下は人力で調査 を進めた。調

査範囲が狭小 なため遺構の拡 が り等については明確 さを欠 くが、中世以後の集落の一端 を

確認す ることがで きた。

遺 構 。遺 物

当調査地区の層序は コンクリー ト (建物基礎 )盛土 (o.8m)、 耕土(0.3～ 0.4m)、 暗褐色

土 (o.4m)青灰色砂礫層 と堆積 している。

コンクリー ト下の盛土は山上ではな く、附近の水田の耕土や 日常雑器が混入す るもので

土師器や磁器 、瓦な どがみ られ る。 この盛上 を除去す ると旧耕土 となる。旧耕土下 の暗褐

色土層には布留式上器や須恵器、瓦器などが包含 されている。 このため暗褐色土は鎌倉時

代以後に堆積 した もの と推定 され るが、この暗褐色土層上面に数個の柱穴がみ られた。直

径10～ 30cmの 柱穴であるが、調査範囲が狭小なため性格は不明である。 この暗褐色土層 を

除去す ると青灰色砂礫 とな り、この上層か らは遺構・遺物はまった く検 出されなか った。

当調査地区の東方で調査 した地点では室町初期の常滑焼や備前焼な どが検 出されている

ので、今 回調査 した柱穴 も室町初期頃の ものであろ う。鎌倉時代か ら室町時代 にかけての

時期の集落が この周辺 に位置 していたことが推定 される資料である。

2.16-B・ C・ FoG地 区 の 調 査 (図版 第 3～ 5、 10～ 13、 16)

高槻市清福寺町894-1番地 にあた り、小字名は大畑 と称す る。現状 は水田であるが、個

人住宅建 設の 目的で、土木工事 等に伴う発掘届が提 出されたため、文化庁・府教委等関係者

とも協議の うえ、記録保存の措置 を講ずべ く、発掘調査 を実施 した。

遺 構

まず調査区全域 を重機 で包含層 まで掘 り下げ、遺物の検出につ とめ る とともに、遺構面

を追求 した。その結果 、遺構面は 1面のみで、地 山面に存在す ることが確認 された。改め

て層序 を列拳す ると、耕土 (0.15m)、 床土 (一部 )、 整地層 (0,2m)、 灰褐色砂質土層 (

0.25m)、 茶褐 色土層一遺物包含層 (03m)で 、以下地 山になる。

(イ )平安時代の遺構

掘立柱建物跡 (H Hl)確実にこの時期の建物 として考 えられ るのは、中央やや南 よ りに
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位 置す る 2間 (柱間 1.85m)× 3間 (柱間 2.7m)の HHこ で 、 南側 に庇 を もつ 。 この建 物

の 4ヵ 所 の柱 穴か ら、黒色土器 お よび平 瓦 ・燈 明皿 を検 出 した。 それ も柱 を抜 き とったあ

との空 間 に放 り込 ん だ と思 われ る もの で 、柱 穴 の 中心 に 、一 塊 とな って円柱状 を呈 して い

た。方位 は N-7°一 Eであ る。概 して 、 この時 期の柱 穴 は 、奈 良時代 (郡衡併 行 時期 )と

比べ て 、小 さ くまた不 整形 で あ るこ とが指 摘 され て い る。

(口 )奈良時代 の遺 構

この時期 の掘 立柱建 物 と考 え られ るの は 、 3棟あ る。 N Hlは 、 3間 (柱間 1.4m)× 6

間 (柱間 1.64m)の南北 に長 い建 物 で 、方位 は N-2° 一Wであ る。柱 穴 の掘 り方 は 、 1辺

08m～ 1.2mでほぼ方形 を呈 し、深 さO.2m～ o.3mを 測 り、 しっか りして い る。ホ主痕 を残

す ものが 多 く、極 め て整然 と並 ん で い る。 中で も四隅 (1つ は不 明 )の柱 穴 は 、掘 り方が

大 き くつ くられ て い る。 N H2は 梁行 と思 われ る 2間 (柱間2,3m)が確 認 され 、北 へ のび

る桁 行 の間数 は不 明 だが 、柱 間は 2mで あ る。柱 穴の形状 。大 きさは N Hlと 同様 で、隅

柱 穴 も大 き く掘 られ て い る。方位 も基 本的 に NHlと 同方位 と考 え られ る。 N H3は 、調

査 区の南側 で検 出 され た もの で、や は り梁行 と考 え られ る 2間 (柱 間 1,7m)が確 認 され 、

南へ の び る桁 数 は不 明 で あ る。(柱間 1,76m)

(ハ)弥生 時代 の遺構

住 居跡 (Y Hl)は 、調 査 区北 東隅 で検 出 され たが 、東半分 は調査 区域 外 に あ る。一 辺 5m

弱 の方 形 を呈 し、 4柱穴構造 を もつ 。柱 穴 は径 0.22m、 深 さ 0.3mを 測 る。 また西 壁 の た

ちあが りは 0.lmを 測 る。周 濤 を有 し、建 て替 えは認め られ な い。遺物 は ほ とん ど認め ら

れず 、わず か に周 濤 内か らタ タキ ロを有す る甕 形土器 の細 片が 出土 して い る。 時期 は 、第

V様式 末 ～古 墳 時代 初頭 と思 われ る。

方形 周濤墓 一一 調査 区 の北 西部 に位 置 し、西辺 は調査 区域 外 に あ る。 2基が 濤 を共 有 し

て南北 方 向 に並 ん で い る。 お そ ら く濤 の形状 か ら も う 1基、北 にの び て存す る と考 え られ

る。 い まイ反りに 、 南 か ら 1号・ 2号・ 3号 と称日乎して言己述 す る。

1号方 形 周 濤墓 は南北 8m、 東西 は不 明 であ る。周濤 は幅 1.2m、 深 さo15m～ o2mを

測 る。 台上 部 は 、大部 分 が削平 され てお り、主体部 は検 出 され なか った。遺 物 は 、南 周濤

か ら、畿 内 第 Ⅳ様 式 に属す る高杯 ・鉢 ・壷 片が検 出 した。

2号方形 周 濤墓 は 、1号の北 周濤 を共 有 して形 成 され てお り、商北 8m、 東西 は不 明 であ る。

周 濤 は幅 1.2m、 深 さ0.4m(最深部 )を 測 る。主体部 は東 濤西 肩部 に土拡 2基 を検 出 した。主

体部 1は ほぼ 南北 方 向 で 、主体 部 2は ほぼ 東西 方 向 に位 置 して い る。切 り合 いか ら、主体 部

1の 方が古 い こ とが わか る。 主体音Бlは 、南耳ヒ18m、 東西 1.lm、 深 さ0.35m、 E体吉h21よ 南

北 2m、 東西 12m、 深 さ025mを 測 る。主体部 ・周濤 とも遺物 は検 出 され なか った。

3号方 形 周 濤墓 は 、 2号の北 濤 を共 有す る もの であ るが 、共 有 され る周 濤 は 、断面 観察

か ら 3号造 成 時 に改め て掘 さ くされ た と考 え られ る。南 濤 の東西隅 で北 へ わず か に屈 曲す

る ところか ら、東西 5.7mを 推定 す る こ とが で き、 1号・ 2号に比 して 、や や ′↓ヽさい もの

と考 え られ る。遺物 は 、上 層 か ら須恵器 片が 出上 したが 時期 の決 め手 に は な らず 、 1号か
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らの連接状態か ら、弥生時代 に属す ると考 えられ る。

配石土拡 (Dl)は 、調査 区の北西で検 出された。ほぼ東西方向に主軸 をお き、長辺 2.6

m、 短辺 1.7m、 深 さ 0.2mを 測 る。城底に幅 O.7m、 長 さ 1.8mの 石敷があ り、棺台を

思わせ るところがある。河原石 を用 い、こぶ し大の ものか ら、径 25Cm程度の もの まであ り、

概 して東側に小 さい ものが 多い。遺物は、瓦片や土師器片で、 HH,と 時期的に併行す ると

考 えられ る。

集石遺構―-1号 方形周濤墓 の北東隅に位置 し、2.6m× 1,7mの ほぼ方形 を呈す る。深

さは0.15m程度で、出土 した石 も多 くは河原石 で、一部 に花蘭岩 を含んでいて、平面的に

堆積 している。遺物 は、須恵器片 と平瓦片 を検 出 し、 時期的には H Hlと 併行 で、平安 時

代後期 と考 えられ る。遺構の性格は、いまひ とつ判然 としない。

その他の遺構 としては、多数の柱穴 と 9基の上城がある。

遺 物

平安 時代の遺物は、 H Hlの 4ヵ 所の柱穴か ら、黒色土器 B・ 燈明皿 (図 版第 1l b)、 軒平

瓦・軒丸瓦・平瓦・九瓦 (図 版第12a)が検 出された。黒色土器は、底部片 と,宛部細 片で

ある。底部高台の断面は扁平 で、高 さ 3 mmを 測 る。箆磨 きは一定方向へ平行 にほ どこ して

いる。なお、底裏箆 原体 によるひっか き痕 お よび粘上の合せ 目らしきものが認め られ る。

燈明皿は淡灰褐色 を呈 し、口縁内側 に段 を有す る形式の ものである。瓦類は、全体的 に灰

自色ない し暗灰色系統の色調 を呈 し、内面に布 目、外面に タタキ ロを有す る。胎土に砂粒

を分 く含む もの と、そ うでないものがあ り、焼成度に硬軟の差が あるが、胎土 との相関関

係 はない。いずれ も全形 を復元 しうるものはないが、厚 さは 2-3 cmを 測 る。丸 瓦は玉縁

を有す る。軒丸瓦は、瓦当面が激 しく風化 してお り、文様は不 明である。径 15.6 cm、 厚 さ

1.7Cmを 測 る。軒平瓦は破 片で、 2点検 出 した。瓦当文様は、 2点 とも上 。下 縁に連珠文

を配 し、内区に (擬 )唐草文 を有す るもので、疱型が浅か ったのか、肉薄にな っている。

瓦 当幅は 5～ 6 cmである。なお、集石遺構や包含層か らも同様の瓦類が数点検 出されてい

る。(図 版第10-3。 4)軒平瓦の瓦当文様 は、 H Hlと 同 じく(擬 )唐草文で ぁる。(図版第 10

-1・ 2)ま た、柱穴や 包含層か ら、土師器や瓦片が出土 している。(図 版第 13a)そ の他 に

は、住居跡上層か らサ ヌカイ ト雫J片 1点が検出 されている。

奈良時代の遺物は、 N Hlの柱穴か ら、土師器の甕細片が、集石遺構か ら把手付鍋の把

手部が出上 している。その他 、上城 1か ら暗文 を有す る皿が検 出されている。須恵器 は、

宝珠つ まみ を有す る蓋や 、高台を有す る杯 など、 7C後半 ～ 8Cに かけての もの (図版第

13b)が出土 している。

古墳時代の遺物は、土拡墓 1の上層か ら須恵器器台の裾部お よび 口縁部が 、N H2の南東

隅柱穴か ら、無蓋高杯の杯部が検 出されている。 また包含層か ら、杯部片や器台片が出土

している。全体 として、古墳時代の上器の出土例は少ない。

弥生時代の遺物は、 1号方形周溝墓か ら、第Ⅳ様式に属す る、壺片・鉢片・甕片お よび
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高杯脚部が出上 している。遺存状態は全般 的に悪 く、器表面の剰落 しているものが大部分

である。 また、配石土城 の上層か ら、タタキロを有す る甕片が出上 しているほか、包含層

か ら中期 ～後期 にかけての壷片や甕片 (図 版第■ a・ 13a)が出上 している。

3.57-」 地 区 の 調 査

高槻市川西町 1丁 目972-1番地にあた り、小字名は大井 田 と称す る。現状 は宅地 である

が、個 人住宅改築の 目的で土木工事等に伴 う発掘届の提 出があ り、文化庁・府教委等関係

者 とも協議 の うえ、 トレンチによる発掘調査 を実施 した。

トレンチは南北方向に長 さ 7m、 幅 lm、 深 さ 1.2mの 規模 の もの を設定 した。なお、

調査地点が市街地の中に位置 しているところか ら、小型の重機 を使用 した。

調査の結果 、弥生 ～古墳時代 にかけての包含層が確認 されたが、その他には遺構は検 出

されなか った。 トレンチの南端か ら、平安時代 と思われ る流路 を検 出 した。

層序 を列挙す ると、盛土 (0.6m)、 耕土 (0.lm)、 床土 (一部分 )、 淡茶灰色土層 (整地

層0.25m)、 暗褐色土層 =遺物包含層 (0。 3m)、 以下地 山 となる。

遺物は、包含層か ら二重 口縁 を有す る壷の一部 、受 日状 口縁 を有す る壺の一部 、また流

路 と考 えられ る ところか ら、須恵器片お よび曲げ物の底板 と思われるものが出土 した。

4.66-COG地 区 の 調 査

高槻市川西町 1丁 目1019番 地にあた り、小字名は宛本 と称す る。現状 は水田である。北

側は西国街道 (旧 山陽道 )に接 し、東側 は今年度調査がおこなわれた66-D・ H・ L地区

に接 し、残 り 2辺 は工場・倉庫が建 っている。今 回、個 人住宅建設の 目的で、土木工事等

に伴 う発掘届が提 出されたため、文化庁・府教委等関係者 とも協議の うえ、記録保存の措

置 を講ずべ く、発掘調査 を実施 した。

調査 は、 Ia■接す る東側の分譲住宅建設に伴 う事前調査によって、遺構の分布が少ない地

域であることがわか っていたため、重機 で耕土 (0.15m)を まず西側 に除去 した。耕上の

す ぐ下は、責色粘上で床土お よび包含層は検 出されなか った。地 山面の高 さは標高 13.8m

を測 りほぼ水平であった。

今 回の調査 では、まった く遺構・遺物 を検出す ることがで きず、東側の D・ H・ L地区

の調査結果 と合せ て西国街道沿いの南側 ではほ とん ど遺構が存在 しないもの と考 えられる。

5.38-M・ N地区 の 調 査 (図版 第 6、 7、 15)

高槻市川西町 1丁 目959-2香地にあた り、小字名は川西北浦 と称す る。現状 は宅地であ

り、市立川西小学校のす ぐ東側の住宅地の西端 にある。個 人住宅建設の 目的で、土木工事

等に伴 う発掘届が提 出されたため、文化庁・府教委等関係者 とも協議 の うえ、記録保存の

措置 を講ずべ く、発掘調査 を実施 した。

申請地 (東西 20m、 南北 15m)は 、先年調査 した38-K地 区 と48-B地 区の中間に位置

し、弥生時代 中期か ら後期にかけての方形周濤墓群が分布す る地域 であることは明 らかで

あった。調査 は盛上が厚 く、搬 出・埋め戻 し等の関係か ら、重機 を使 って東西に反転す る
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ことに した。層序は盛土 (約 1.5m)、 耕土 (約 0.2m)、 床土 (約 0.25m)、 暗褐色土層 (約

0.35m)で あ り、暗褐色土層か らは弥生時代 中期か ら 6世紀末 までの遺物が若千 出上 した。

地山面は茶褐色粘土層であるが、一部に下層の礫層が露出 している。

遺 構・ 遺 物

検 出 した遺構は、弥生時代後期の方形周濤墓・土拡墓・壺棺 と古墳時代 の落 ち込み・柱

穴である。

(イ )弥生時代の遺構 。遺物

南イ貝」中央部 で検 出 した1号方形周濤墓は、南側の大部分が調査区域 外のため明 らかでない。

周濤の幅は約 1～ 2mで 深 さは025mと 浅 く、西側で陸橋部 とな リー巡 していない。主体

部は調査範囲が北側に片寄 ったため検 出で きなか った。周濤か らの出土遺物は、弥生時代

後期の壷 ・甕の細片が少数 出土 した。

2号方形周濤墓 は、西側 で東側の一部 を検 出 した東辺約 3.5mの ものである。周濤の幅

は約 15mで 深 さ約 0.2mを 測 り、北側 で陸橋部 とな リー巡 していない。主体部は不明であ

るが、周濤に接 して土城墓 らしき落 ち込み を 2基検 出 した。これ らの上城墓の埋土は、周

溝内の黒褐色土層 と同 じものである。周濤か らの出土遺物は、弥生時代後期の上器片が少

数 出上 している。

上城墓 は、 2基の方形周濤墓の周辺に大小あわせ て10基検出 した。埋上の黒褐色土か ら

は、出土遺物はほ とん どな く時期 を決定す るこ とができなか った。その中で中央部か ら検

出 した径約 1,lm、 深 さ05mの 上転墓 には、横 に寝かせ た大 きな壺棺 を検 出 した。 この壷

構は口縁部 を打 ち欠 き、底部の一部 を割 って穿孔 した畿内第 V様式の時期の ものである。

大 きさは腹径 42cm、 器高53cmを 測 り、色調は茶褐色 を呈 し、胎土には特イ数的な雲母 を含ん

でい ることか ら生駒西麓の上器であろう。外壁は全体に丁寧なヘ ラ磨 きを施 し、顎部 に張

付突帯 を 1本巡 している。(図 版第10-7)

(口 )古墳時代の遺構・ 遺物

東北隅で検出 した落 ち込みは、深 さ約 0.3mの南北に長い濤状の ものである。東側の大

部分が調査地区外であるため規模・性格等につ いて明 らかにす るこ とがで きなか った。出

土遺物は埋上の黒色粘土中か ら須恵器・土師器片が少数 出土 している。時期は 5世紀末頃

の ものであろ う。

柱穴は、 1号方形周濤墓の東側 で10数イ固検 出 した①これ らはすべ て径約0.2m、 深 さ約

O.1～ 0.15mを 測 る小 さな もので、性格等につ いては不 明である。出土遺物は土師器片が

数点ある。

6.84-F地 区 の 調 査

高槻市今城町 164-19番 地 にあた り、小字名は中久保 と称す る。府立三 島高校正 門か ら

東に約 150mの住宅地の西端 に位置 し、周囲一帯は10数年前の宅地造成に よって、すでに

住宅化 されていた。 この地区は、府立三島高校 を中心 とす る郡家今城遺跡 と接す る西南部
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に位置 し、昨年度調査 した74-H地区の弥生時代 中期の方形周濤墓群の南側にあたること

か ら、何 らかの遺構が検 出されることを期待 した。今回、個人住宅建設の 目的で、土木工

事等に伴 う発掘届が提 出されたため、文化庁 。府教委等関係者 とも協議 の うえ、記録保存

の措置 を講ずべ く、発掘調査 を実施 した。

調査 は敷地面積が小 さ く、周囲は密集す る住宅地 で、大型機械 を使用す ることが できな

いため、中央部に 2× 5mの 東西に長 い トレンチを設け人力でおこなった。層序は盛土 (

約 1.5m)、 耕土 (02m)で 耕上下の床土お よび包含層は見 られなか った。地 山は黄 褐色粘

上であ り、遺構は認め られなか った。

今 回の調査 は狭少な トレンチ調査 であったため、南側一帯の遺跡の拡が りにつ いて も明

らかにす ることがで きなか った。

7.6-K地 区 の 調 査 (図版 8、 15)

高槻市清福寺町 887番地 にあた り、小字名は大畑 と称す る。現状 は水田であ り、本年度

調査 した 6-」 ・ K・ N・ O地区の残 された東北隅にあた り、式内社、阿久刀神社のす ぐ

正面に位置す る。今回、個 人住宅建設の 目的で、土木工事等に伴 う発掘届が提 出されたた

め 、文化庁・府教委等関係者 とも協議の うえ、記録保存の措置 を講ずべ く、発掘調査 を実

施 した。

調査は、まず重機 に よ り耕土 (約 02m)、床土 (約 0.lm)を 除去 し、 3層 目の黒褐色土

層 (約 0.lm)は 弥生時代か ら平安時代 までの遺物 を包含す るため、人力で除去 した。その

下は茶褐色含礫土層の地山になる。地 山の高 さは標高 17.8mを 測 り、ほぼ水平である。

遺 構・ 遺 物

検 出 した遺構は、各時代の柱穴・落 ち込み・住居跡が 多数密集 して見 られたが、調査範

囲が狭少なため建物跡・住居跡の全貌 を明 らかにす ることがで きなか った。

(イ )平安時代の遺構

検 出 した多数の柱穴は、南側の石組み井戸に伴 う10世紀前半の建物跡の もの と考 えられ

るが、あま りに も重複・密集 しているために明 らかでない。

掘立柱建物跡 (H H7)は 、西南隅で検出 した 2間 (柱間1.9m)× 2間 (柱 間20m)

の正方形に近 い建物である。中央部 に東柱 をもつ ことか ら倉 と考えられ る。主軸の方向は

N-7° 一 Eである。柱穴か らの出土遺物はなか った。

(口 )奈良時代の遺構

掘立柱建物跡 (NH」 o)は 、東北隅で検 出 した梁行 2間 (柱間16m)の東西に長 い建物

である。大部分が調査区域外にあるため、桁行の規模 は不明である。主軸の方向は N-6°

一Wである。柱穴か らの出土遺物は、土師器・須恵器の細片が少数 あるが、詳細な時期に

ついては不明である。

(ハ )古墳時代の遺構

4号住居跡 (KH4)は 、 KH3の 北に位置 し、その南半分 を KH3に 切 られている。
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規模 は、 KH3よ り/」 さヽ く、東西辺 4.5mを 測 り、方刃レプランを呈す る。 4本主穴構 ,童 をも

つ と考 えられ るが 、住居跡全体が大 き く削平 されていることによるのか、北西部の柱穴は

検出で きなか った。 また炉跡 も検 出されず、周壁のたちあが りもな く、周濤だけが遺存 して

いた。遺物は、周濤か ら土器細片が出土 しただけである。

5号住居跡 (KH5)は 、形態・規模・方位 ともに、 KH4と ほぼ同 じと考 えられ る。

ただ切 り合 い関係か ら、 K H2よ り先行す ることが確認 された。構造的には先の住居跡 と

同 じで、中央に炉 を有す る。

6号住居跡 (KH6)は 、その大部分が調査区域外にあるため、規模等は不明だが、方形

プランを呈す ることと、方位に関 しては KH4 ・ KH5に 同 じと考 えられ、 3基の住居跡

は相互に関連 をもつ もの として理解 で きる。

8.5-C地 区 の 調 査

高槻市郡家本町754-1番地 にあた り、小字名は東垣内 と称す る。現状は畑地 である。北

の南平台丘陵か ら東に向ってのびた微高地の南斜面に位置 し、郡家本町の集落の東端 にあ

たる。今回、農機具倉庫建設の 目的で、土木工事等に伴 う発掘届が提 出されたため、文化

庁・府教委等関係者 とも協議 の うえ、記録保存の措置 を講ずべ く、発掘調査 を実施 した。

調査は、この付近 をほぼ東西に真上断層帯が走 り、地 山面が急に落 ち込んで深 くなって

いるこ とが推定 された。表土は耕土 (約 0.5m)、 盛土 (約 1.5m)か らな り、現地表面下か

ら約 2mで黄褐色含礫上層の地 山に至った。地 山面の高 さは標高21.3mで、ほぼ水平であ

った。

今回の調査 では、遺構・遺物は まった く検 出で きなか った。 しか し、南平 台丘陵か らの

びる支丘陵が この地域 で急な傾斜で もって落 ち込み、ほぼ水平 な地 山面 を形成す ることは、

南に分布す る倉庫群の拡が りを予測せ ざるを得 ない。

9.N5-0地 区 の 調 査

高槻市清福寺町21-1番地 にあた り、小字名は東垣内 と称す る。式内社 、阿久刀神社の

約 100m西側の芥川堤防上に位置す る。現状は小 さな納屋であったが、今 回住宅 に改築す

る目的で、土木工事等に伴 う発掘届が提 出され、文化庁・府教委等関係者 とも協議の うえ、

記録保存の措置 を講ずべ く、発掘調査 を実施 した。

調査は、阿久刀神社す ぐ東側の 7-A・ B地区において、堤 防下に も遺構の拡が りが見

られたため、厚 さ約 2.5mの盛土 を地 山面 まで掘 り下げ、遺構の検 出につ とめた。盛土は

礫 を含む山上であって遺物は まった く含んでいなか った。地山面は責褐色含礫土層で、南

側一帯に拡が っているもの と同 じであ り、高 さは標高21.lmを 測 る。調査の結果 、遺構は

まった く検出で きなか った。
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第 3章  まとめ

今 回の調査で各地区か ら検 出 した遺構は方形周濤墓・土拡墓・竪穴式住居跡・掘立柱 建

物跡 な どである。以下 、あ らたにえられたこれ らの知見 をもとに、時代別に略記す る。

弥生時代の集落は、いままでに、38-K地 区お よび74-H地 区か ら検 出された方形周濤

墓群の存在に よって、少な くとも中期には、 2つの集落のあることが考 えられていた。そ

して、今 回の16-B・ C・ F・ G地区の調査 で検 出 した 3基の方形周濤墓 は、郡家川西地

区において、 もう一単位 、中期の集落の存在 をみ とめ ることとなった。

古墳時代 (前期 )の集落は、これ までの調査 で郡衛中枢部の東辺お よび、北辺で確認 さ

れていた。今 回16-B・ C・ F・ G地区で検出した住居跡や 、補助事業以外の他地区の調

査で検 出 した住居跡 などか ら勘案 して、北地区には、相当大規模 な、前期の集落の存在が

明 らか となった。 これは、西北部の南平台丘陵上に位置す る弁天山古墳群の成立 を考 える

上 で看過で きない ものである。

奈良時代の遺構は、今年度の補助事業お よび、その他の調査 で、この北地区に10棟の掘

立柱建物跡 を確認 した。 これ らの建物は、それぞれ、その柱通 りをほぼ磁北に併行 して設

け られている。それに対 して、郡衛 中枢部 (36-K・ L地区 )と 考 えられ る調査 区で検出さ

れている建物の柱通 りは、磁北に対 して西へ振 るものがほ とん どである。このことは、同 じ

奈良時代において も、その方向性の違 いか ら、異なった時期に建て られた もの と考 えられ る。

平安時代の遺構 は、数棟の掘立柱建物跡や若千の上城 などが検 出されている。建物跡は

その柱通 りが 、磁北 よ りも、東へ振れるもので、柱穴か らの黒色上器 と法相華文の平瓦の

共伴 な どか ら、10世紀に相前後す る時期が考 えられ る。 また同 じ北地区の他の調査区か ら

は、同時期の石組井戸な ども検出されてお り先の奈良時代の建物跡の検 出例 も考慮す ると

奈良時代後半か ら、平安時代前半にかけての集落は、郡衡 中心域か ら北辺へ移 った とみ る

こともで きる。なお、 HHlの 柱穴か ら検 出 した法相華文軒平瓦は、西方の郡家今城遺 跡

か ら検出された、法相華文軒丸瓦 と、質・色調が、似てお り、組み合 うもの と考えられ る。

この点は、郡街 と郡家今城遺跡の集落 との併行関係 を単的に示す資料 として、注意 されて

よい。

以上の調査結果か ら、北地区に限 られた範囲ではあるが、郡衛成立段階の様相 をとらえ

ることがで きた。 また郡衡遺構の拡が りを推定 しうる遺構の存在 も明 らかにな り、少なか

らず、指定地周辺の輪郭 をつか まえることがで きた。

本年度の調査 は、補助事業以外に も ミニ開発に伴 う調査 も多 く、合わせ て 17件に も及ん

でいる。本報告 では、その うち、補助事業に関連す るもの を概略的に述べ た ものである。
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